
令和元年１２月１６日（月）～令和元年１２月２２日（日）〔令和元年第５１週〕の感染症発生状況 

第５１週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)インフルエンザ 2)感染性胃腸炎 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は２８．３６人と前週（２２．３１人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は９．６８人と前週（６．９２人）から増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は５．１１人と前週（５．２２人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
    

   

 

 

  

  

     

   

  

 
     

        

       

正しい手の洗い方 

今、何の病気が流行しているか！

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所地域みまもり支援センター 
（福祉事務所・保健所支所） 

（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０ 

第５１週報告数第２位

第５１週報告数第１位 感染性胃腸炎の報告数が徐々に増加しています！ 

感染性胃腸炎の原因はウイルスや細菌など様々ですが、特に冬季はノロウイ
ルスを原因とする患者数が増加し、例年秋から冬にかけて患者報告数がピーク
を迎えます。川崎市では、今年は例年に比べて低いレベルで推移していますが、
令和元年第５１週（１２月１６日～１２月２２日）の感染性胃腸炎の定点当た
り報告数が９．６８人となり、前週（６．９２人）から増加しています。 

市内の保育園で集団発生もみられ、
学校・保育園等欠席者サーベイランス
情報によると、嘔気・嘔吐で欠席する
保育園児が多く報告されています。手
洗いの徹底を心がけましょう。 

川崎市感染症情報発信システム（ＫＩＤＳＳ） 

学校・保育園等欠席者サーベイランス情報 
【嘔気・嘔吐のある保育園児報告数※】 

                    ※在籍者 100 人当たり 指先・爪の間を念入りにこ
すります。 

手の甲をのばすようにこ
すります。 

流水でよく手をぬらした
後、石けんをつけ、手の
ひらをよくこすります。 

令和元年１２月２３日（月） 
（令和元年１２月２４日１４:００時点集計） 

厚生労働省作成ポスター「手洗いポスター」より抜粋 

手首も 忘れず に洗い ま
す。 

親指と手のひらをねじり洗
いします。 

指の間を洗います。

川崎市における感染性胃腸炎発生状況（過去５年間） 

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭
き取って乾かします。 


